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会長挨拶           中野 廣幸 

 新緑の美しい季節となりました。機巣会も新年度を向かえ 2 年事業計画

の半分を過ぎました。昨年度は、若鮎会 50 周年行事に同期して、各クラス

同窓会が多数開催される等、機巣会の組織も増々強固になって参りました。

機巣会の活動を予算面から見ると、昨年度は若鮎会 50 周年行事による出費

大が懸念されましたが、ほぼトータル金額として事業計画予算どおりに決算

できました。しかし個々の費用の使い道、活動を見ると、岐阜高専の現役の

学生に対する支援が不十分であったことが反省されます。本年は、例えば学

生の海外留学支援の基準を明確にする等、学生が機巣会からの支援を使い易

く“見える化”する必要があると考えます。また、現在は役員を中心に活動

計画、予算が決定され運営されていますが、みなさんから集めた会費を有効

に活用し、今後の機巣会活動を活発にするために、来年度は機巣会総会を開

催し、機巣会会員の総意のもとに会の活動を運営して参りたいと考えます。 

さて、機巣会の活動は何のためにあるのか、目的は何なのかを、改めて考えてみたいと思います。

同窓会活動といえば、一般的に過去の思い出話で盛り上がる。現在の変化を語り合う場所と考えら

れがちです。もちろんそのような楽しい一面もあってもいいと思いますが、過去と現在だけに目を

向けるだけでなく、機巣会は未来に目を向ける場所であると思います。先輩、後輩の間で知恵を共

有し、互いに未来を作っていく場所なのです。 

私は以前、会社の中で品質保証の仕事をしておりました。品質保証の仕事の中で最も大切な財産

は、過去の失敗です。過去の失敗の経験の中から、いかに未来のリスクを予測し、それを如何に避

けるかが、品質保証として重要となります。成功体験は決して今後の事業運営に役に立つものでは

ないということを実務において実感いたしました。自慢話よりも失敗談が大きな財産になります。

これは人生においても同じです。機巣会の会員諸氏は卒業以来、多種多様な人生を歩まれて、その

中で痛恨の出来事がいくつもあると思います。 

私自身も失敗談にはことかかず、できれば、現役の高専生にそんな失敗談を話してやりたいと思っ

ています。昨年度から始まりました若鮎会 50 周年の継続事業である公開講座の目的の一つに、こ

んなこともあるのではないかと考えます。先輩、後輩の間で知恵を共有し、互いに未来を作ってい

くとはこのようなことではないのでしょうか。機巣会の皆様の今後のご支援をお願いいたします。 
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機械工学科 山田実 

 今年の春は暖かく、中庭の枝垂れ桜の花も入学式の前には散ってしまいました。 

【卒業状況】 

 平成２９年度の卒業生は３７名でした。その内、就職が１９名、進学が１８名でした。 

平成２９年度進路状況 

 

就職先 

サントリープロダクツ、旭化成、メニコンネクト、日本特殊陶業、LIXIL、ダイキン工業、浜松ホトニ

クス、セイコーエプソン、VAIO、オムロンオートモーティブエレクトロニクス、SUBARU、東レ・カーボ

ンマジック、豊田合成、ナブテスコ岐阜工場、中部電力、東海旅客鉄道、日本貨物鉄道、中菱エ

ンジニアリング（求人件数６８０件） 

進学先 専攻科６名、舞鶴高専専攻科１名、岐阜大学９名、名古屋大学１名、豊橋技術科学大学１名 

 

【入学状況】 

 平成３０年度機械工学科には４２名（うち女子１名）が入学しました。推薦入学者は１２名でした。学力志願者

は５８名で、そのうち３０名が学力合格しました。したがって学力試験のみの倍率は１．９３倍とほぼ昨年並みで

した。４０名定員に対する倍率は１．７５倍です。学校全体では２．０４倍と前年度より増えました。 

 

平成２９年３月に２８年間技術専門職員として主に機械工学科の実験や実習でお世話になりました高橋克

彦様が定年退職されました。そこであらたに技術職員として青山哲明様が採用されましたのでご紹介しま

す。 

【新任職員からのご挨拶】 

平成３０年４月から岐阜高専機械工学科の技術職員に採用された青山です。私自身、平成２５年度に機械工

学科を卒業した OB であり、在学している中で多くのことを学ぶことができました。この経験を活かし、学生

にとって学校生活がより良いものになるような手助けや、学校を出た後の将来に役立つことを教えること

ができれば良いと思っています。 

技術職員としての主な仕事内容は、１年生のものづくり入門の授業におけるエンジンの分解・組立のジョブ

や、３年生の実験の講師を担当しています。また、他の授業の支援であったり、インターンシップ関連の事務

作業も行っています。 

私の趣味は車・バイクです。休日の天気が良い日には東海近辺をドライブしたり、ミニサーキットに出向い

てタイムアタック走行などをしています。また、旅行

に出かけるのも大好きで、長期連休には必ずと言っ

ていいほど県外へ泊がけで出かけます。好きな車で

知らない土地を走るのはとても新鮮なので、心や頭

のリフレッシュになるばかりでなく、多くの新しい経

験であったり出会いがあるのでどれだけ行っても飽

きません。当面の目標は愛車で全国を走り回ること

で、現在４７都道府県中３８都府県は制覇しているの

で２０代のうちに制覇したいです！ 

 

実習の指導をする青山哲明様 
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クラブ紹介 宇宙工学研究会 
 

機械工学科 中谷   淳 

 

 今回，宇宙工学研究会（Space Engineering Research Association, SERA）の記事を執筆する機

会を頂きましたので，顧問を勤めます小職より紹介させて頂きます．SERA は 2016 年 11 月からの試

行期間を経て 2018 年 4月に正式な同好会として発足しました（小職にとってはまさに 10年越しの

悲願が叶った訳であります）． 

 SERA の活動方針は，人類に残された最後のフロンティアである宇宙を切り拓くために必要な学

問である宇宙工学（理学も含む）に興味ある学生が集い，宇宙工学系の教育イベント，競技会等に

向けた活動に参加することで技術者に必要な専門力と人間力を育成することです（顧問の淡い期待

として将来的に航空宇宙系の道を志す学生が多く出てくれば･･･，とも考えております）． 

 具体的な活動として，①人工衛星に関する取り組み，および②ロケットに関する取り組みを進め

ております．人工衛星に関する取り組みとしては，衛星設計コンテスト，種子島ロケットコンテス

ト（CanSat 部門），缶サット甲子園への参加，ロケットに関する取り組みとしては，種子島ロケッ

トコンテスト（ロケット部門）への参加を目指して学生諸君が日々，知識と技能を磨いております．

なお，第 13 回種子島ロケットコンテストのロケット部門，滞空・定点回収競技においては初出場

ながら初優勝の快挙を成し遂げました．今後も学生諸君の活躍を期待しているところです． 

 また，全国高専レベルで見ると小職を含め宇宙理工学の専門家が各地に点在しています．現在，

そういった教員の有機的な協力の下で高専スペース連携が組織され，高専スペースアカデミア，高

専スペースキャンプといった宇宙人材育成が実施されています．本同好会の学生もこの活動に参加

して，宇宙に関する知識と技能を学んだり，各高専の宇宙分野に興味ある学生との交流を深めてい

るところであります．本連携では，数年後を目標に国立高専連携による超小型衛星の打ち上げを目

指しております． 

 卒業生の方々には是非ともこんな同好会が出来たということを知って頂けますと幸いです． 

 

平成 30 年度メンバー集合写真 

 

宇宙工学研究会 Twitter https://mobile.twitter.com/GNCT_cansatkari 

小職 HP http://www.gifu-nct.ac.jp/mecha/nakaya/index.html 
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機巣会役員会報告 
事務局 石 丸 和 博 

 

平成 29 年度の締めくくりとして機巣会役員会を開催しましたので、主な内容を報告します。 

 

日時：平成 30 年 4 月 22 日（日）19:00～20:00 

 

出席者（敬称略）： 

会長 中野、副会長 白木、理事 井坂、理事 三口、理事・編集委員 中尾、 

理事 長谷川、理事・編集委員 太田、会計監査・事務局 石丸、事務局長 山本、編集委員 犬飼、編集委

員 山田 

 

＜議事内容＞ 

１．平成 29 年度事業報告及び収支報告について 
平成 29 年度の事業報告及び収支報告が行われ、承認されました。 

支出総額は 801,126 円で、 

主な支出として、 資格試験補助（275,000 円）、 

機巣会システム関連（ホームページ・メルマガ）（136,080 円）、 

同窓会補助（312,000 円）などがありました。 

 

２．平成 30 年度事業計画及び予算について 
平成 29 年度当初に立てた 2 か年事業計画について、修正事項はなく承認されました。 

予算は 1,640,000 円とし、在学生への支援としては留学支援（400,000 円）、 

高専祭助成（100,000 円）、資格試験補助（320,000 円）、ＯＢへは同窓会補助（200,000 円）

機関誌などの整備（300,000 円）、などを推進していきます。 

 

なお、検討事項として以下の２点が挙がりました。 

① 学生支援の項目に関し、支援する基準を明確にして学生が利用しやすくする。 

→会長および事務局で原案を作成し、役員会で決定する。 

② 高専祭助成の項目は高専祭のみに限らず、他の活動についても助成する。 

→現在上がっているロボコン参加についての助成も可とする。 

 

３．若鮎会 50 周年継続事業についての協力 
若鮎会から若鮎会ホームページ委員と公開講座委員の選出を要請されており、機巣会メンバーか

ら公募することとなりました。近々、会長名で機巣会メンバーにメールにて公募します。 

 

４．機巣会活動充実に向けて 
機巣会役員の若返りのため、活動の中心となる人材を確保していくことを進めます。 

また、平成 31 年度は機巣会総会（平成 31 年 5 月頃）を行い、機巣会活動の報告、事業計画を

機巣会メンバー全員で共有していきます。 

以上 

機関誌「機巣」は年に 4 回（春、夏、秋、冬）の発行を目標としています。 

掲載する原稿を募集しています。また情報を提供してくれる特派員のような人を 

探しています。連絡してください。お待ちしています。 
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12 期生 加藤一憲さんを偲ぶ 

15 期生 中尾賢治 

 

 機械工学科の先輩であり、そして豊橋技科大では同級生と

してお世話になった加藤一憲さんが、平成３０年２月７日永

眠されました。昨年の秋、「高専祭に行きましょう。」と電話

でお話しをしていただけに、突然の訃報には驚き以上の衝撃

が走りました。 

加藤さんとは昭和５３年頃の機械工学科の影の主であっ

た大森文裕さん（１１期生、現在機械ブローカ）との縁で知

り合いました。加藤さんは岐阜高専を卒業してカヤバ工業系

の会社に 3 年間勤務した後、豊橋技科大 3 年次に編入され

ましたので 15 期生の私とは大学では同級生となりました。

大学の寮でいろいろとお話を伺っていると、高専時代、加藤

さんは美術部、私は新聞部で活動しており、その両方で指導

役だった大森さんに二人ともお世話になっていたこともあ

り、我々はある意味で趣向や考え方も同じところが多く、

時々お酒を飲みに誘っていただいたり、ご自宅にも泊めてい

ただいたりしました。 

趣向が似ているということでは、豊橋技科大時代に思い出

深い話があります。豊橋技科大の寮の掲示板には、学校から

の連絡のほか、アルバイト募集の張り紙もありました。4 年生の夏休みだったか、トピー工業とい

う自動車の鉄ホイールを作っている会社の豊橋工場で、アルバイトを 1 日 1 万円で募集していまし

た。このアルバイトは鉄の酸化物の粉がどろどろになった「スラグ」という汚泥のようなものを、

鉄板圧延ラインの下にもぐってスコップでドラム缶に入れる内容でした。昼飯や風呂もついている

し、いい経験にもなるなと思って応募して現地へ行くと、何と加藤さんにバッタリ遭遇したのです。

そして 2 人で、「こんな炭鉱夫のようなバイトは俺たちじゃないと来ないだろうな。」と話しをしな

がらススで真っ黒になって一緒に仕事したことが思い出されます。 

豊橋技科大卒業後は、故永井直記先生の御紹介もあり日精工業（株）（現（株）ニッセイ）に入社

されましたが、会社員生活の傍ら茶人（茶道表千家指南：加藤見珠）としての側面がありました。

フェイスブックでは職業として茶道指南となっていたほどです。別の流派で茶道を習っていた私も、

名古屋のお寺（徳林寺）での茶会のお手伝いを何度かさ

せていただきましたし、岐阜近辺のいろいろな茶会に一

緒に出かけました。また結婚のお祝いには、茶道で使う

黄瀬戸茶碗を贈っていただいたことも想い出されます。 

最近では３年ほど前に一緒に高専祭に同行させていた

だいたのですが、これが加藤さんにお会いした最後にな

ってしまいました。訃報をお聞きして、真面目な尊敬す

る先輩が早く逝かれたことが非常に残念でなりません。

謹んでご冥福をお祈り致します。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

今回、加藤さんの京都の茶道の社中「さえの会」（お茶の勉強会）のお弟子さんであられ
た金澤皐月さんと、浜松で「みやこだ自然学校」という里山を運営されていらっしゃる弟さ
んの加藤正裕さんに故人への想いを語っていただきましたので原文のままお伝えします。 
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「さえの会」         金澤皐月 

 

京都に現存する最古の花街上七軒は北

野天満宮の東側にあり、奥座敷とも呼ばれ

ています。夕暮れ時には建ち並ぶお茶屋の

提灯がほんのりと紅く色づき、独特の雰囲

気が映し出されます。 

 元お茶屋「長谷川」に加藤見珠先生が表

千家師範として上洛されました。わたくし

は弟子の一人として 2014 年の秋からお

世話になり、点前を学びながら春夏秋冬同

じ季節を駆け抜けました。 

 「夢」という禅語のお軸。華やかな金屏

風や調度品の数々は芸舞妓さんがお座敷

で賑わっていた当時のものをそのまま使

わせていただきました。昔からの住人のよ

うに錯覚を起こすほど温かく「さえの会」

メンバーは受け入れていただき、加藤先生

にとりましても最高にお幸せな数年間を

過ごされたのではと思います。「さえの会」とは茶遊一会(さゆういちえ)の略です。先生は茶道に関して哲学を

お持ちでしたが、京都では遊び心を取り入れた茶会を目指しておられました。この方向性は何らかの形で受け

継いで行きたいと考えております。 

 真剣なお稽古が終わった後はトランプ手品にお座敷遊び、盆踊りや歌舞練場の演奏会、平野神社の桜まつり

お行列、道行く方々へ甘茶のご接待。お茶会後は寿司割烹「華庄」で打ち上げなど、子どものように遊びまし

た。わたくしは先生や皆さんの楽しそうなご様子を記録に残したいと思い、写真を撮り続けました。 

 

 心に残る、忘れられないエピソードは本当にたくさんあります。そっと、宝箱に閉まっておきたい想い出が

いっぱい。きっと先生も「それは内緒にしておいて」と、恥ずかしそうに微笑まれることでしょう。 

 ほんなら、一つだけ。盆踊りの夜のこと、わたくし、お月謝を払い忘れていたことに気付き、暗い夜道を無

我夢中で走りました。 

先生の三メートル程手前でスッテンコロリン。悲鳴を上げて転びました(笑) 

「だいじょうぶ～！？」 

直ぐに駆け寄って起こしてくださり、もう転ばないようにバス停までずっとわたくしの左手を握っていてくだ

さいました。それはあまりにも自然で、大のおっさんとおばさんなのに、先生と弟子なのに、真夏の夜のいた

ずらのようでした。 

こんなこと書くと変かもしれませんが……想い出すと何だか嬉しい。 

 諸々の事情から上七軒のお教室はお開きになり、2016 年には下鴨神

社参道にある旧三井家下鴨別邸に「さえの会」が移りました。心機一転、

加藤先生は新しいお道具も求められたばかりでした。秋口からお身体の

痛みが始まり、１２月には末期の肺がんと分かりました。 

(どうしてもっと早く……) 

気遣って差し上げられる距離に居たわたくしは放置したことを悔やみ、

キリストを裏切ったユダとなりました。しかし、復活したキリストを見

たユダは開眼し、師の教えを伝道する熱心な信者となります。 

 ここに、加藤見珠先生、加藤一憲氏、寂照院梅雪憲道居士へ心より感

謝の愛を捧げます。 

ありがとうございました。 

 そして、加藤正裕氏、加藤恭子氏、ご親戚、ご友人の方々、長谷川小

四郎氏、大本氏、徳林寺の高岡ご住職、お寺の方々へ、並々ならぬお世

話になりましたこと、深く感謝の意を捧げます。 

ありがとうございました。  

 

 

京都「さえの会」 
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兄の旅立ちと故郷 

加藤正裕 

 

 12 月 17 日、名古屋の兄から中部ろうさい病院に明日、検査入院すると連絡がありました。うろたえてい

る様子があり、ただ事ではないと直感しました。浄化、抗菌作用のある杉、檜の枝を庭で採り、自分で漉いた

和紙にくるんでブーケにしました。元気になるよう、母から教えてもらった好物のぼた餅もつくりました。ブ

ーケとぼた餅を持って 18 日に見舞いに行きました。後から担当看護師の方から聞きましたが、兄はブーケの

ことをお守りだと説明していたようです。この日以降、毎週、月曜日に見舞いに通いました。 

 2 月 4 日日曜日の深夜、血圧が下がっているとのことで、病院から電話がありました。僕は明日、行く予

定ですというと、間に合わないかも知れないと言われ、そのまま浜松を出ました。病院に到着したのが 5 日

の深夜 2 時頃。兄に話しかけたりするうちに、血圧が上がり、安定しました。 

 亡くなる前日、6 日に兄が外の空気を吸いたいと言い、看護師の方がベッドのまま、5 階から 1 階正面玄関

まで、連れていってくれました。前日の雪のせいか、冬の澄んだ空から注ぐ眩しい陽の光を感じていました。

願いを叶えてもらいましたが、寒くて早々に退散。  

 7 日のお昼過ぎ頃から、少しずつ脈拍が落ち始め、呼吸も途切れ途切れになり、意識が薄くなっていき、呼

びかけに応えなくなりました。14 時 47 分、兄は静かに息を引き取りました。 

 葬儀は 30 年来の付き合いがあり、母の時もお世話になった天白区の徳林寺。兄と母はここでお茶会を開い

ていました。僕も初釜や花祭りの時に兄の立ててくれたお茶を頂いたことがあります。搬送は明るいうちにし

たいと思い、16 時 30 分に迎えに来て頂くよう依頼。徳林寺への搬送の際、病院の担当医はじめ、スタッフ

の方々に丁寧な見送りをして頂きました。 

 徳林寺に到着後、打ち合わせをして、お棺に入れるものを用意し

て欲しいとのことで、マンションへ戻り、四国八十八箇所を兄と母

が回った時に、母が使っていた杖と石鎚山総本宮の御札を用意しま

した。リュウマチだった母に杖を届けてもらうよう、母の遺影も用

意しました。8 日の 18 時から通夜。16 時頃に、兄が勤めていた

「株式会社 ニッセイ」の社員の方二人がお見えになり、お手伝い

を申し出てくれました。本当に助かりました。 

 9 日は 11 時から葬儀。お茶を出して欲しいとの兄のメモがあり、

9 時過ぎにマンションに戻り、道具類を用意して、徳林寺へ戻りま

した。出棺後の徳林寺では、兄が開いていたお茶会に参加して頂い

ていた方たちがお茶を振る舞ってくれました。急なことだったにも

関わらず、対応して頂き、兄の希望を叶えることができました。火

葬場から徳林寺に戻ったのが 15 時 30 分頃。初七日を終えて、葬儀は終わりました。本当に多くの方々にお

世話になりました。心より、お礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

 兄が茶室で、お茶をたてる所作に、凛としたものを感じることがありました。兄を思う時、思い浮かぶのは

「裏表のない正直な人間」というワンフレーズ。嘘をついたり言い訳することもありませんでした。兄のそう

した気質は、母親ゆずり。兄や母との関係で、ストレスを感じたことがないのは、そのためだと思います。 

 一度だけ兄に連れられて、京都、上七軒の長谷川という町家に行ったことが和風近代建築としてとても興味

を惹かれました。兄は母の影響で、茶の世界へと入っていきました。僕は、茶碗に興味を持つようになり、学

生時代には母と陶芸教室へ行ったり、瀬戸の若手作家の窯を訪ねたりしていました。関心は、和紙、漆、竹細

工、染織、藍染、和ろうそく、墨など伝統工芸全般へと広がっていきました。 

 兄は茶を始めとする雅の伝統文化の心を、僕はそれを支える里山の伝統工芸の手仕事を母から受け継ぎまし

た。ライターの仕事をしながら、五年前に築 120 年の古民家に移り住み、親子対象の里山体験を年間 120

回ほど実施しています。日本の伝統文化が廃れれば、伝統工芸も廃れていくことになります。兄が長く生きて

いれば、伝統文化と伝統工芸をつなぐ企画を一緒に作り上げることもできたと思います。兄も母も僕の良き理

解者で、自分のやりたいことを応援してくれていました。自分につながる母、父、祖父、祖母、そして兄弟は

誰一人いないのがとても寂しく感じます。 

 

 母の眠る墓に入れて欲しいとの願いがあり、4 月 8 日、兄は無事、生まれ故郷である四国の新居浜へと帰

りました。兄は本籍を一生、変えることなく、ずっと新居浜のままでした。故郷と日本を愛した兄の思いを里

山体験や仕事を通じて、形にしていきたいと思っています。 
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編集後記 
 

   早いもので創刊より２年が過ぎ、第９号を発行します。誰がこの機関誌を作っているのか。 

今回は名前だけでなく顔写真で編集員を紹介いたします。1 号から 9 号までこの 5 人で頑張って 

きました。多くの人に読んでいただけると嬉しく思います。 

メール受信できない方には印刷して郵送も考えています。ご意見をお待ちしています。 

 

編集委員  

６M 太田哲也     

            
            

８M 犬飼宏好    

    
 

 

１５M 中尾賢治    

    
 

 

 

２４M 山田 実    

    
 

３３M 伊藤友裕    

発行日／２０１８年５月２４日 

責任者／中野廣幸  発行／岐阜工業高等専門学校機械工学科同窓会「機巣会」編集室 

          〒501-0495 岐阜県本巣市上真桑２２３６番地２ 

           TEL 058-320-1343   FAX 058-320-1349  

http://www.gifu-nct.ac.jp/mecha/main/ob/ob.html 

年長者として自然に編集長のような纏め役をしています。卒業後就職もせずフ

リーターから保険業界に入り、岐阜市内で事務所を構えています。 

毎日を楽しく暮らすため、好きなことが出来る環境を作っています。今一番興味

があるのがゴルフです。この歳になっても向上心は旺盛です。旅行も楽しみの一

つです。観光よりも美味しいものを食べる事を優先しています。東南アジアが特

に好きですね。そのうちに旅行記と食レポを掲載したいと思います。 

 

日々の様々な重圧に潰されそうでしたが、がむしゃらにやっていると何かしら前に

進むものですね。航空機業界での人材不足を肌で感じている今日この頃。 

IT や AI の活用による効率化は興味深いところであるが、その活用方法を決めるのは

結局人間。いつの時代も、その時代に合わせた人材の育成は重要だなと思う。 

仕事に家庭にと忙しい日々。時間が無く、やりたいことが思い通りに出来ず悩ましい

のは歳のせいなのか、単に欲張りなだけなのか。 

毎朝 AI に仕事を指示し、後はのんびり好きに過ごすだけ。という時代は来るのか 

どうかが興味深い。 

 

２４期で卒業し、豊橋技術科学大学に入学しました。技科大では知識情報工学課程

で主に情報や制御を学びました。博士の学位を取得後、橋浦先生の後任ということで

運良く岐阜高専の教員になることができました。これまで、情報処理、材料学、シス

テム工学、数値計算法、ロボット工学、制御工学、機構学などの授業を担当してきま

した。クラブでは剣道部、ロボット研究会、レゴ同好会の顧問をしています。これか

らもこのメルマガを通して機械工学科の情報を発信していきたいと思っています。 

 

岐阜高専卒業後、豊橋技科大のエネルギー工学専攻を修了し、電機メーカに就職し

ました。MD や DVD などの光ディスク関係の研究開発を 26 年やったところで会社

が傾いたので辞める事になり、町工場へ転職して現在に至ります。 

 電機メーカに在職中、高専の先輩と後輩にだまされ（？）同窓会長を引き受けたの

が同窓会との関わりの発端です。機巣の編集委員もバイク事故で入院している時、知

らない間に決まっていました。 

 すでに定年の足音が聞こえる年齢になりましたが、何をやるにも何か面白いことは

ないか、いつも探しながらやってます。 

卒業後製薬企業に就職し、主に医薬品製造、生産管理システムの開発と維持管理、

品質保証業務に携わりました。品質保証業務では、岐阜県やＰＭＤＡ（医薬品医療

機器総合機構）などへの医薬品の製造業申請や査察対応で、文章の作成や修正、回

答などに携わったことより、編集委員内では原稿の添削などを担当しています。現

在はメルマガ編集委員と会社ＯＢ会役員の掛け持ち状態で、家内からは「のんびり

するはずの定年後なのに、自分で忙しくしている。いつまで？」と釘を刺されてい

ます。 
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